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　機構では、学校教育法に規定された、大学の教育

研究等の総合的状況の評価についての評価基準及び

評価方法等を検討するため、「大学評価準備委員会」

及び「大学評価準備委員会ワーキンググループ」を

設置し、これまで次のとおり開催しました。

　大学評価準備委員会

　　第１回　１１月１１日（火）学術総合センター

　大学評価準備委員会ワーキンググループ

　　第１回　１１月１８日（火）ダイヤモンドホテル
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　機構では、各大学等から提出された自己評価書の

分析を行う書面調査で、知り得ない、あるいは確認

できなかった事項について、対象大学等の関係者へ

の面接調査により確認することを目的にヒアリング

又は訪問調査を実施しました。

　ヒアリングは、全学テーマ別評価及び分野別研究

評価（総合科学分野を除く。）について、学術総合セ

ンターを会場として、１１月１２日～１２月１２日まで、

述べ１３９機関に対して実施しています。

　また、訪問調査は、分野別教育評価及び分野別教

育・研究評価の総合科学分野について、直接大学を

訪問して、１０月１４日～１１月２８日まで計３１機関に

対して実施しました。

　今後は、このヒアリング又は訪問調査での調査結

果と書面調査の結果を総合的に判断し、評価結果の

取りまとめを行います。

大学評価事業の状況

平成１４年度着手の大学評価事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ヒアリング・訪問調査の実施

　機構では、文部科学省の国立大学法人評価委員会

から要請される、国立大学及び大学共同利用機関の

教育研究の状況についての具体的な評価の内容等を

検討するため、「大学評価・学位授与機構の評価事業

の今後の在り方に関する検討会議」の下に「国立大

学評価ワーキンググループ」を設置し、第１回目の

会議を平成１５年１１月１７日（月）にKKRホテル東

京において開催しました。

　今後このワーキンググループでは、文部科学省の

国立大学法人評価委員会の審議の動向等を踏まえつ

つ、中期目標・中期計画と評価の関係や評価の内容

などの諸問題について検討を進めていきます。

分野別研究評価ヒアリング 分野別教育評価訪問調査

第１回大学評価準備委員会ワーキンググループ（H１５.１１.１８）

委員会等の設置について

○大学評価・学位授与機構の評価事業の今後の在り方に関する検討会議国立大学評価ワーキン
　ググループの設置

○大学評価準備委員会及び大学評価準備委員会ワーキンググループの設置
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　平成１４年２月に締結された「日英高等教育に関

する協力プログラム」に基づく第一期のテーマで

ある「新しい時代の大学の管理運営（Managing 

Change）」プロジェクトについて、平成１４年７月

に東京、京都で開催された導入ワークショップ、

同年１２月の参加６大学による英国への訪問調査を

経て最終まとめの意味を持つ公開セミナーが平成

１５年１０月６日にKKRホテル東京で開催されました。

　セミナーには、国立大学等４９機関から学長、副

学長など７１名、イギリス側からは、日本側参加大学

とパートナーを組んだSir David Watsonブライト

ン大学長など１１名、総勢１３０名が参加しました。

　セミナーは、文部科学省高塩至大臣官房審議官、

ブリティッシュ・カウンシルAlan Curry駐日代表

が歓迎と開会の挨拶を述べた後、大崎仁国立学校

財務センター所長が「国立大学新システムの重要

課題」について、次いで Sir Howard Newby 

HEFCE理事長が「Towards a Vision of Higher 

Education for the Twenty First Century」と題し

て基調講演を行いました。

　午後からは、「財務」（東京大学、東京工業大学）、

「人的資源管理」（弘前大学、神戸大学）、「質の保

証」（名古屋大学、九州工業大学）の３セッショ

ンごとに各大学からケーススタディの報告及びそ

れに対する活発な質疑応答が行われました。最後

に、木村機構長がセミナーのまとめを行い、閉会

となりました。

　参加した大学長からは、「法人化を控えて、極

めて刺激的でした」、「先に法人化されたイギリ

スの大学の例を参考として、本学の法人化に生か

したい」、「このようなケーススタディを政策レベ

ル、事務官レベルへ広げるなどもっと充実して

ほしい」といった声が多く聞かれました。

　その後、御手洗文部科学事務次官、井上科学技

術・学術政策局次長、高塩審議官、村田大臣官房

国際課長、合田高等教育企画課長等文部科学省関

係者も多数参加してのレセプションが行われ、小

野日本学術振興会理事長の発声で乾杯をしました。

大学評価に関する各種セミナー等の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○日英高等教育に関する協力プログラム
　　　　　　　　　　　　「新しい時代の大学の管理運営」公開セミナーを開催
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ここでも、各大学の法人化に向けた取組状況の情

報交換や、イギリス側との意見交換が活発に行わ

れ、日本語、英語が飛び交うなか和やかに談笑す

る風景が見られました。

　１０月７日は、午前中、本プログラムの日英両国

による合同推進委員会が開かれ、次期プロジェク

トの内容について話し合われました。午後、Sir 

Howard Newby HEFCE 理事長と Jannette 

Cheong HEFCE 国際協力開発室長が文部科学省

に御手洗事務次官を表敬訪問しました。また、イ

ギリスの各大学長等参加者は、それぞれ日本のパ

ートナー大学の訪問に出かけられました。

　１０月１０日は、如水会館でラップアップミーティ

ングが開かれ、イギリス側参加者から訪問した日

本側各大学についての感想が述べられた後、これ

までの成果と次期ステップに向けて日英両国の一

層の協力を確認するとともに、プログラムの発展

充実を期して、盛会裡に一週間に亘るイベントの

幕を閉じました。

　なお、セミナーでのプレゼンテーション資料等

は、機構のウェブサイト

（http:/ /www.niad.ac.jp/hyouka/japan-uk/index.

htm）に掲載しております。

パートナー大学発　表　者タ　イ　ト　ル大　　学テーマ

シェフィールド大学

オックスフォード大学

金子元久教授Learning from UK Universities- 

Comparisons of the Universities 

of Sheffield, Oxford and Tokyo

東京大学

財
務

ラフバラ大学

インペリアル・カレッジ

小川浩平副学長Financial Management of 

University in the UK and in Japan

東京工業大学

ヨーク大学神田健策副学長英 国 大 学 のHuman Resource 

Management（人的資源管理）か

ら学ぶこと

弘前大学
人
的
資
源
管
理

ブライトン大学川嶋太津夫学長補佐Human Resource Management 

at the University of Brighton

神戸大学

ウォーリック大学池田輝政総長補佐システムとしての教育の質保証

を目指した取組例

名古屋大学
質
の
保
証 サリー大学下村輝夫学長スタディ・ビジットの成果と活用

─ 九州工業大学の挑戦 ─

九州工業大学

公開セミナーでの発表について
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○公開講演会「Accreditation in the Netherlands and the Influence of Europe」を開催

１．来日の概要
　オランダ王国、トゥエンテ大学（the University 
of Twente）高等教育政策研究所（CHEPS）上級研
究員のドン・ウェスタハイデン博士（Dr. Don 
Westerheijden）が、平成１５年１１月６日から１３日
までの日程で来日された。博士は、１９８４年に同大
学の公経営及び公共政策学部を卒業し、１９８８年に政
治的及び官僚的意思決定に関する論文で博士号を授
与された。それ以来CHEPSで仕事をしてこられ、
現在は品質経営（Quality Management）関連の研
究の指揮を執っている。また、『高等教育における品
質』（Quality in Higher Education）誌の編集長を
務めている、当該分野の第一人者である。
　今回の来日は、大学評価・学位授与機構におい
て、科学研究費補助金により実施中の研究プロジェ
クト「日、米、欧における国際的通用力を持つ大学
評価システムの形成状況と日本の課題の研究」（平
成１４ ～１５年度、代表：�昭）の海外共同研究者
の一人として、この研究を参画するためであった。
　短い滞在期間であったが、博士の日本での活動は、
下記の公開講演会の他、科研メンバーとの研究会、
大学基準協会への訪問調査など、多彩なものであっ
た。また、休日には、鎌倉を訪問するなど、日本文
化についても深い興味を示された。

２．公開講演会の開催
　博士の講演を軸とした公開講演会が、平成１５年
１１月７日（金） １５：００ － １７：００に、学術総合セ
ンター１１階会議室で開催された。講演の題名は、
Accreditation in the Netherlands and the Influence
of Europe で、使用言語は英語で行われたが、日本
語訳は「オランダ大学評価の大転換－欧州高等教育
圏形成の衝撃－」とした。
　参加者は２０名前後と、あまり多くは無かったが、
その分だけ、濃密な質疑が可能となり、充実した内
容の討議が交わされたといえる。
３．講演の内容
　オランダは、１９８０年代に、ヨーロッパで最初に高
等教育の品質保証の国家的な仕組みを導入した国々
のうちの１つである。

　このため、１９９０年代には、「Dutch model」と呼
ばれ、他のヨーロッパ諸国のモデルの一つともなっ
てきた。ヨーロッパ域内ではかなりユニークなこと
であるが、この全国システムは教育省によってでは
なく、（自発的、私的な）大学の学習課程のためには
オランダ大学協会（VSNU）、カレッジのためにはカ
レッジ協会（HBO協会）によって組織された。また、
１９９３年以来、VSNUは大学における基礎的研究の
全国的な評価の仕組みを組織し、自己規律にもとづ
く評価の仕組みとして運営してきた。
　しかし、１９９９年のボローニア宣言は、オランダ適
格認定機構（NAO）の導入という大改革を引き起こ
している。政治家も高等教育のリーダーたちも、ボ
ローニア後の仕組みは、自己規律にもとづく発展を
破壊すべきではなく、これまでに存在した品質評価
の上に築き上げ、オランダと外国の両方の顧客（オー
ディエンス）に透明性のある情報を提供することに
効果を発揮するものだと主張している。外部評価の
「頂点として」の適格認定が、こうした課題に対す
る理想的な解答とみなされたのである。
　このことから、VSNUとHBO協会による外部評
価の手続き自体は存続する。しかし、各協会は、こ
れまでの個別の学習課程の判断の報告を全国的に公
表するという方法に代えて、判断結果をNAOに提
出しなければならなくなった。この、新しい、独立
ではあるが、国によって資金提供された機関は、提
出された評価結果がNAO基準をカバーしており、
判断がすべての基準を満たしているかどうかを判定
する。
　しかし適格認定を付加することは、評価の全プロ
セスを変化させることになる。誰もが、（少なくとも
最初のラウンドでは、）品質の閾値を獲得することに
集中し、その事が評価において高額の賭けのような
やりとりを生み、品質改善を機能させるための外部
評価にとって必要な条件である同僚（ピア）間の、
相対的に正直で開放的なやりとりを彼方に押しやっ
てしまうこともありえるのである。

（文責：評価研究部教授　�昭）

鎌倉にて

公開講演会情景
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　－大学院博士課程相当の課程修了者－　

　　

　大学院の博士課程に相当する教育を行う課程とし

て認定されている防衛医科大学校医学教育部医学研

究科の平成１５年９月修了者２１人から、博士の学位

授与申請がありました。

　これに基づき、機構長は１１月１１日（火）開催の

学位審査会に審査を付託し、学位審査会では、審査

を担当する専門委員会を指定しました。

22222222222222222222222222222222222222222222222学位授与事業の状況

認定課程（各省庁大学校）修了者に対する学位授与関係

○２１人から博士の学位授与の申請

　短期大学及び高等専門学校に設置された専攻科のうち、大学教育に相当する水準を有する等、機構が定める

要件をみたすものの認定について、平成１６年度の申出が平成１５年９月３０日（火）で締め切られました。

　今回は、１０校（１８専攻）から申出がなされており、そのうち、短期大学は４校（５専攻）、高等専門学校は

６校（１３専攻）となっています。

専攻科の認定関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○短期大学・高等専門学校の専攻科（平成１６年度認定の申出状況）

〈博士の学位授与申請者数〉

申請者数専攻分野認 定 課 程 名

　  ２１人医　  学
   防衛医科大学校

   医学教育部医学研究科

教育の実施状況等の審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　機構が認定した専攻科や各省庁大学校認定課程については、原則として５年ごとに教育の実施状況の審査を

行っています。

○短期大学・高等専門学校の認定専攻科

　本年度は、短期大学の認定専攻科のうち２４校２８専攻の専攻科及び高等専門学校の認定専攻科のうち８校１６

専攻の専攻科について教育の実施状況等の審査を行っています。対象認定専攻科の教育の実施状況等の適否は、

２月下旬から３月上旬に決定、通知を行う予定です。

　また、平成１６年度は、短期大学の認定専攻科のうち１５校１９専攻の専攻科及び高等専門学校の認定専攻科

のうち６校１５専攻の専攻科が審査対象となっており、対象専攻科は次表のとおりです。

○各省庁大学校認定課程

　平成１６年度は、独立行政法人水産大学校水産学研究科において教育の実施状況等の審査を行います。
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＜平成１６年度教育の実施状況等の審査対象専攻一覧＞

（認定適用年月日：平成６年４月１日・平成１１年４月１日）

　１．短期大学専攻科（１５校１９専攻）

設　置　者
修業
年限

入学
定員

専　攻　名専　攻　科　名

国１年２０助産学特別専攻東北大学医療技術短期大学部専攻科１
奈良県１年１５助産学専攻奈良県立医科大学看護短期大学部専攻科２
愛媛県１年２０助産学専攻愛媛県立医療技術短期大学専攻科３
学校法人札幌国際大学２年１０幼児教育専攻札幌国際大学短期大学部専攻科４
学校法人尚絅学院２年２０食物栄養専攻尚絅学院大学女子短期大学部専攻科５
学校法人自治医科大学１年１５助産学専攻自治医科大学看護短期大学専攻科６

学校法人十文字学園
１年 ５国文専攻

十文字学園女子大学短期大学部専攻科７
１年 ５英文専攻

学校法人東京聖徳学園
２年３０（昼間主コース）

保育専攻
聖徳大学短期大学部専攻科８ ２年１５（夜間主コース）

２年５０通信教育部保育専攻

学校法人昭和女子大学
１年２０英語英文学専攻

昭和女子大学短期大学部専攻科９
１年１０食物科学専攻

学校法人玉川学園１年４０教養専攻玉川学園女子短期大学専攻科１０
学校法人日本大学２年２０食物栄養専攻日本大学短期大学部専攻科１１

学校法人龍谷大学
２年３０仏教専攻

龍谷大学短期大学部専攻科１２
１年４０福祉専攻

学校法人常磐会学園１年２０幼児教育専攻常磐会短期大学専攻科１３
学校法人夙川学院２年２５美術・デザイン専攻夙川学院短期大学専攻科１４
学校法人広島文化学園２年 ５栄養専攻広島文化短期大学専攻科１５

　２．高等専門学校専攻科（６校１５専攻）

設　置　者
修業
年限

入学
定員

専　攻　名専　攻　科　名

国
２年１２生産システム工学専攻

旭川工業高等専門学校専攻科１
２年 ４応用化学専攻

国
２年 ８生産システム工学専攻

秋田工業高等専門学校専攻科２
２年 ８環境システム工学専攻

国
２年１２電気システム工学専攻

小山工業高等専門学校専攻科３ ２年 ４物質工学専攻
２年 ４建築学専攻

国
２年 ８電子機械工学専攻

豊田工業高等専門学校専攻科４ ２年 ８建設工学専攻
２年 ４情報科学専攻

国
２年１２機械電気システム工学専攻

高松工業高等専門学校専攻科５
２年 ４建設工学専攻

国
２年 ８生産情報工学専攻

八代工業高等専門学校専攻科６ ２年 ４環境建設工学専攻
２年 ４生物工学専攻
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専攻基準の改正について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○平成１６年度から専攻基準が一部改正
　一部の専攻区分において専攻基準が改正され、平成１６年度以降の申請者から当該専攻基準が適用されます。

改正された専攻区分は次のとおりです。なお、それぞれの専攻基準についての詳細は、当機構のウェブサイト

（http://www.niad.ac.jp/gakui/index.htm）に掲載しています。

ウェブサイト（http://www.niad.ac.jp/gakui/index.htm）一例

１　平成１６年度から専攻基準を変更

する専攻区分

専攻区分専攻分野
整理
番号

英語・英米文学文学２

宗教学文学１０

神学神学１２

商学商学２３

経営学経営学２４

数学・情報系理学２５

生物学系理学２８

鍼灸学鍼灸学３８

栄養学栄養学３９

電気電子工学工学４１

応用化学工学４３

２　平成１７年度から専攻基準を変更

　　する専攻区分

専攻区分専攻分野
整理

番号

国語国文学文学１

哲学文学８

社会福祉学社会学１４

作業療法学保健衛生学３６

情報工学工学４２

生物工学工学４４

材料工学工学４５

体育学体育学５５
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○会議の開催状況

大学評価委員会専門委員会  ＜平成１５年１０月～平成１５年１１月＞
 

学位審査会
 　

第６７回　平成１５年１１月１１日（火）

・議事

（1）短期大学及び高等専門学校の卒業者等に係る学士の学位授与の審査の付託について

（2）認定課程修了者に係る博士の学位授与の審査の付託について（防衛医科大学校医学教育部医学研究科）

（3）認定課程修了者に係る学士の学位授与の審査について（独立行政法人水産大学校本科）

（4）短期大学及び高等専門学校の専攻科に係る認定の審査の付託について

（5）平成１６年度教育の実施状況等の審査について（独立行政法人水産大学校水産学研究科）

（6）その他

○研究紀要「学位研究」第１７号の発行
　

　大学評価・学位授与機構における調査研究の成果として、「学位研究」第１７号を刊行しました。内容は次の

とおりです。

［論文］　

・流動的知識社会と学位制度 金子　元久

・ヨーロッパにおける学位の相互承認と単位互換　― 経験と課題 ― ウルリッヒ・タイヒラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 �川　裕美子　訳　

・スコットランドにおける短期高等教育を含めた資格制度と多様な学習経路の設計 吉本　圭一

・ヨーロッパ統合と高等教育政策

　　　　　― エラスムス・プログラムからボローニャ・プロセスへ ― �川　裕美子

・中国の高等教育における学生の移動と学歴の接続システム

　　　　　― 専科から本科への進学を中心に ―　　　　　　　　　　　　　　 黄　　梅英

・学士の学位に付記する専攻分野の新たな名称の傾向　　　　　　　　　 六車　正章

［研究ノート・資料］　

・国際化・流動化時代の日本の高等教育　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　禎一

・高等教育の国際化・流動化と工学教育

　　　　　― 日本技術者教育認定機構（JABEE）の役割 ―　　　　　　　　　　 大中　逸雄

・学士学位取得者に対する「１年後・５年後調査」の分析（３）

　　　　　― 専攻分野「保健衛生学」を中心に ―　　　　　　　　　　　　　 濱中　義隆

・英国オープン・ユニバーシティにおける単位認定と評定サービス　　　 森　　利枝

＜平成１４年度着手分＞

開催回数

・全学テーマ別評価

 　（1）国際的な連携及び交流活動に関する

　　　 専門委員会　　　　　　　　　　　１回

 

・分野別研究評価

 　（1）人文学系研究評価専門委員会　　　２回

 　（2）経済学系研究評価専門委員会　　　１回

 　（3）農学系研究評価専門委員会　　　　２回

・総合科学教育・研究評価専門委員会 　　１回

機 構 の 窓 
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○Jannette Cheong　HEFCE国際協力開発室長が機構を訪問

　HEFCE （The Higher Education Funding Council for England : イングランド高等教育財政カウンシル）

のJannette Cheong国際協力開発室長が、日英高等教育に関する協力プログラム「新しい時代の大学の管理運

営」プロジェクトのために来日し、その一環として、平成１５年１０月９日（木）に機構を来訪されました。

Cheong室長は日英高等教育プログラム関係では、日英高等教育政策フォーラム（平成１３年５月 東京）、日英

高等教育協力プログラム事前打合せ（平成１３年１１月 東京）及び「新しい時代の大学の管理運営」プロジェク

ト・ワークショップ（平成１４年７月 東京及び京都）についで４回目の来日となりました。

　機構側からは、木村機構長及び加藤評価事業部評価調査室長が出席しました。

　当日は最初に、機構が行っている大学評価の概要について説明をした後、両国の大学改革の現状、問題点、

将来への展望等について、質疑応答及び意見交換が行われました。Cheong室長は、日本で現在行われている

大学改革での大学の自律性（autonomy）の確保に非常に高い関心を持っておられ、その点を中心に多くの意見

交換が行われました。

　その後に、評価事業部事務室を訪問されました。当日の評価事業部事務室は、平成１４年度着手の大学評価の

ヒアリング及び訪問調査の準備を行っていたところで、Cheong室長はヒアリング、訪問調査の内容、最終評

価の確定までのスケジュール等について、興味深く担当官へ質問されました。

（左から木村機構長、Jannette Cheong 国際協力開発室長、加藤評価事業部評価調査室長）

○委員の異動

大学評価・学位授与機構の評価事業の今後の在り方に関する検討会議国立大学評価ワーキンググループ

　国立大学評価ワーキンググループが発足し、委員１２人の方々が就任されました。

任期：平成１５年１１月１日～平成１６年３月３１日
現　　　職　 氏　 　 名　

東京工業大学長相 澤 益 男
九州大学教授内 田 博 文
東北大学教授岡 田 益 男
日本大学教授小野田　　　 武
大学評価・学位授与機構教授川 口 昭 彦
大学評価・学位授与機構教授木 村 靖 二
東京大学副学長桐 野 � 明
一橋大学副学長杉 山 武 彦
大学評価・学位授与機構教授� 昭
和洋女子大学特任教授蓮　 見　 音　 彦
国立天文台企画調整主幹觀 山 正 見
大学評価・学位授与機構教授森 敏
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　大学評価準備委員会が発足し、委員２２人の方々が就任されました。

　大学評価準備委員会ワーキンググループが発足し、委員１４人の方々が就任されました。

大学評価準備委員会　

任期：平成１５年１１月１日～平成１６年３月３１日
現　　　職　 氏　 　 名　

東京工業大学長相 澤 益 男
広島大学高等教育研究開発センター長有 本　 章
東京外国語大学長池 端 雪 浦
一橋大学長石　 弘 光
日本アイ・ビー・エム（株）常務執行役員内　 永　 ゆか子
大学評価・学位授与機構教授荻 上 紘 一
大学評価・学位授与機構教授川 口 昭 彦
愛知学院大学長小 出 忠 孝
岡山大学長河　 野　 伊一郎
日本女子大学長後 藤 祥 子
都立九段高等学校長佐 藤 美 穂
秋田県立大学長鈴 木 昭 憲
大学評価・学位授与機構教授� 昭
放送大学長丹 保 憲 仁
日本私立学校振興・共済事業団理事長鳥 居 泰 彦
読売新聞東京本社社会部長楢 崎 憲 二
南山大学長ハンス　ユーゲン・マルクス

三重県立看護大学長前 原 澄 子
愛知県立大学長森　 正 夫
学校法人関西学院理事長山 内 一 郎
味の素（株）技術特別顧問山野井　 昭　 雄
東北大学総長吉 本 高 志

任期：平成１５年１１月１２日～平成１６年３月３１日
現　　　職　 氏　 　 名　

東京工業大学長相 澤 益 男
広島大学高等教育研究開発センター長有 本　 章
東京都立大学教授磯 部　 力
奈良教育大学副学長上　 野　 ひろ美
桜美林大学教授馬 越　 徹
早稲田大学教授岡 澤 憲 芙
大学評価・学位授与機構教授荻 上 紘 一
大学評価・学位授与機構教授川 口 昭 彦
日本私立学校振興・共済事業団私学経営相談センター長佐 野 清 克
慶應義塾常任理事清 水 雅 彦
東京大学教授鈴　 木　 賢次郎
大学評価・学位授与機構教授� 昭
放送大学教授中 島 尚 正
岡山大学教授橋 本　 勝
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○人事異動（平成１５年９月～平成１５年１１月）

異動前等の職名異　動　内　容氏 名年月日

【学位審査研究部】

東京大学大学院総合文化研究科教授学位審査研究部教授併　任滝　田　佳　子１５．１０．１

【管理部総務課】

管理部総務課（総務係）　
退　職

（臨時的任用）
沼　田　理　子１５．９．３０

　管理部総務課（総務係）
採　用

（事務補佐員）
沼　田　理　子１５．１０．１

【管理部会計課】

　管理部会計課（用度係）職務復帰酒　井　恵　美１５．１０．１

管理部会計課（用度係）東京大学分子細胞生物学研究所用度掛転　任酒　井　恵　美１５．１０．１

【管理部学位審査課】

管理部学位審査課（認定審査係）管理部学位審査課（認定課程係）配置換佐　藤　克　憲１５．１０．１

管理部学位審査課（学修審査第２係）管理部学位審査課（学修審査第１係）配置換千　葉　真　也１５．１０．１

　管理部学位審査課（認定審査係）採　用小　山　健　太１５．１０．１

　管理部学位審査課（学修審査第２係）採　用坂　田　奈緒子１５．１０．１

【評価事業部評価第２課】

山梨大学医学部経営企画課総務係主任評価事業部評価第２課教育評価第３係長昇　任伊　藤　　　努１５．１０．１

　評価事業部評価第２課（教育評価第４係）採　用前　田　武　士１５．１０．１

【評価事業部評価第３課】

　評価事業部評価第３課（研究評価第２係）採　用志津野　雅　人１５．１０．１

【評価事業部企画広報室】

　評価事業部企画広報室（企画広報係）命前　田　武　士１５．１０．１

○海外渡航一覧（平成１５年８月～１１月）

期　　間目　　　的目 的 国氏　名職 名所　　属

H15．   8．25 ～H16．  7． 31平成１５年度中国政府奨学金留学生中　国本橋美津子係　員
評 価 事 業 部

評 価 第 ３ 課

H15．   9．   2 ～ H15．    9．    6
「高等教育における国際的な質の保証と
アクレディテーションに関する国際研究
プロジェクト」に関する打合せ　ほか

イギリス

フランス
木村　　孟機 構 長

H15．   9． 21～H15．10．23
「大学・公的研究機関の評価・マネジ
メント手法」に関する調査研究

アメリカ
合 衆 国

林　　隆之助　手評 価 研 究 部

H15．   9． 25 ～ H15．   9． 27
国際会議（ISIS２００３）にて研究発表お
よび情報収集

韓　国宮崎　和光助教授学位審査研究部

H15．10．    4 ～ H15．10．   9海外高等教育機関における実情調査ドイツ�川裕美子助教授学位審査研究部

H15．10．    6 ～ H15．10． 11
大 学 情 報 デ ー タ ベ ー ス お よ び
Institutional researchに関する調査研究

アメリカ
合 衆 国

井田　正明助教授評 価 研 究 部

H15．10．14 ～ H15．10．18SEAAIR にて研究発表および情報収集タ　イ齊藤　貴浩助教授評 価 研 究 部

H15．11．    1 ～ H15． 11．    6OECDノルウェーフォーラム出席ノルウェー木村　　孟機 構 長

H15．11．14 ～ H15．12．12
「米国におけるネットワーク的構造
からの評価情報の分析・抽出技術」
に関する調査研究

アメリカ
合 衆 国

野澤　孝之助　手評 価 研 究 部
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○永年勤続者表彰

　木林学位審査課長が文部科学省の表彰規程に基づき勤続２０年の永年勤続者表彰を受けられました。平成１５

年１１月２０日（木）、機構長室において木村機構長より文部科学大臣の表彰状が授与され、次いで機構からの記

念品が贈呈されました。

　この後、木林課長は、機構長、栗城管理部長とともに記念写真を撮り、機構長よりお祝いと労いの言葉をい

ただいた後、謝辞とともに思い出話や今後の抱負などについてひとときの間歓談されました。

○初任職員研修の実施

　大学評価・学位授与機構初任職員研修が、平成１５年１０月１０日（金）、平成１５年１０月に採用された４人の

職員を対象に、大学評価・学位授与機構の職員としての心構えや職務に当面必要とされる基礎知識の習得を目

的に行われました。

　栗城管理部長の「特別講話」をはじめ、総務課長による「機構の概要及び法人化について」、会計課長による

「会計課関係業務説明」、学位審査課長による「学位授与事業について」、総務課人事係長による「職員の服務・

給与等について」、評価事業部企画調整第１係長による「大学評価事業について」、情報課長による「情報課関

係業務説明」の講義が行われ最後に２人の先輩から講話があり、研修生は熱心に聞いていました。

栗城管理部長の講義を受ける研修生 先輩の話を聞き入る研修生
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　２００３年９月からの１ヶ月間、短期在外研究員と

して、米国アトランタのジョージア工科大学を訪

問する機会を得た。同大学はジョージア州立大学

システムの一つであり、その名から明らかなよう

に理工系の単科大学である。しかし、日本でもそ

うであるように、大学には社会科学や人文学の先

生方もおられ、学部学生の一般教養教育だけでな

く、大学院の教育や研究活動に精力的に取り組ん

でおられる。今回、滞在させていただいたのは、

その中の公共政策学部である。ただし、公共政策

といっても一般的な政策科学の学部に見られるよ

うな構成ではない。理工系大学の中に位置する社

会科学分野ということから、科学技術政策あるい

は、科学技術に関わる公共政策（たとえば地域政

策、産業政策、環境政策など）に特化した教員構

成をとっており、他大学との差別化・特徴付けが

行われている。さらには、ジョージア工科大学は

研究評価に焦点をおいた研究を長年すすめており、

米国における研究評価研究の中心的機関として認

知されている。

　１ヶ月の間には、公共政策学部の先生方だけで

なく、工学部の先生、研究管理や技術移転を担当

する事務職の方々と面会する機会を得ることがで

きた。米国は、日本とは異なり、大学への研究費

はほぼ全てが競争的資金によってまかなわれてい

るため、大学評価・学位授与機構が行っているよ

うな大学という組織を対象とした研究評価は公的

には行われていない。しかし、その一方で、NSF

や NIHのような資金配分を行う省庁においてプ

ロジェクトやプログラムの評価は長年行われてお

り、１９９０年代半ばのGPRA（Government Perfor-

mance and Results Act）の施行や近年のPART

（Program Assessment Rating Tool）の導入な

どによって、研究開発をいかに一般的な政策評価

の枠組みの中で評価することができるのか、ある

いは、研究開発が他の一般的な事業とは異なるこ

とをいかに主張すべきであるのかという議論が継

続的に行われている。これら議論は、独立行政法

人の枠組みをベースに国立大学法人が設計された

日本においても参考にすべき話であろうと思われ

た。

　また、研究管理のオフィスの担当者からは興味

深い話を多く伺うことができた。日本のように事

務担当者が数年ごとに様々な部署を異動するのと

は異なり、米国の大学では研究管理も一つの専門

職であり、長年同じ職を担当し、また、別の大学

の同職に異動したりする。研究管理専門職の協会

はいくつもあり、グッド・プラクティス・ガイド

集を発行したりしている。このような専門職の存

在が大学の運営の質を高く維持しているように感

じられた。

　１ヶ月間という短期ではあったが、米国の大学

の雰囲気を体感し、良い経験を得ることができた。

末筆ながら、評価事業が忙しい時期にもかかわら

ず、滞在を奨励してくださった機構の先生方に心

より感謝申し上げたい。
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米国ジョージア工科大学に滞在して

評価研究部助手　　　　　　　 

林　　隆　之　
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National Institution for Academic Degrees and
University Evaluation

編　集 大学評価・学位授与機構広報委員会 
 
連絡先 〒１８７-  ８５８７ 

 東京都小平市学園西町１－２９－１ 

 大学評価・学位授与機構管理部総務課 

 電話 / Fax   ０４２－ ３５３－ １５１６    /１５５２   

 ホームページアドレス　http://www.niad.ac. jp/  

印　刷 明誠企画株式会社 

 〒２０８-  ００２２　東京都武蔵村山市榎２－２５－５ 

 電話  ０４２－５６７－６２３３ 　　　　　　 

編　集　後　記 

 

　 

◇　「大学評価・学位授与機構ニュース」第32号
　をお届けします。 
 
◇　大学評価事業では、平成 14年度着手分も山
　場にさしかかり、10，11 月には訪問調査、11，
　12月にはヒアリングが実施されています。　 
 
◇　平成 16年 4月からの本機構の独立行政法人
　化および国立大学の法人化をひかえさまざまな
　事業が進行しています。　 
 
◇　評価事業の今後の在り方に関する検討会議の
　下に国立大学評価ワーキンググループ、また大
　学評価準備委員会及び大学評価準備委員会ワー
　キンググループが設置され、それぞれ委員の方
　が就任されました。　 
 
◇　日英高等教育に関する協力プログラム「新し
　い時代の大学の管理運営」公開セミナーが 10
　月に開催され基調講演とケーススタディの報告
　及びそれに対する活発な質疑応答が行われまし
　た。　 
 
◇　オランダ王国トゥエンテ大学よりウェスタハ
　イデン博士が11月に来日され、「Accreditation 
　in the Netherlands and the Influence of Europe」 
　と題して公開講演会を開催しました。　 
 

◇　学位授与事業では、大学院博士課程相当の課
　程修了者 21人から博士の学位授与申請があり
　ました。　 
 
◇　「平成16年度教育の実施状況等の審査対象専
　攻一覧」、「平成 16年度以降の専攻基準の一部
　改正について」が掲載されています。 
 
◇　研究紀要「学位研究」第 17号が発行されま
　した。 
　（http : // svrrd2. niad. ac. jp / journal / listj. html）
　 
◇　木林学位審査課長が永年勤続者表彰を受けら
　れました。おめでとうございます。 
 
◇　平成15年度機構概要および英文版のURL : 
 （http : // www. niad. ac. jp / gaiyo / kouhou / pdf /gaiyo15. pdf） 
 （http : // www. niad. ac. jp / english / general / Niad. pdf） 
 
◇　本機構の独立行政法人化をひかえ機構のホー
　ムページ（http ://www.niad.ac. jp）の改良と
　充実に努めてまいります。今後ともご指導ご支
　援のほどよろしくお願い申し上げます。　 

（I. M.） 
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